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に
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。
そ
の
本
歌
に
は
、「
ゆ
き
」
を
詠
ん
だ
歌
が
九
首
あ
る
。

気
候
上
、陰
暦
三
月
の
大
和
に
は
基
本
的
に
降
雪
は
見
ら
れ
な
い
は
ず
な
の
で
、

季
節
外
れ
の
「
ゆ
き
」
の
多
用
は
本
歌
合
の
特
徴
的
な
表
現
と
言
え
る
。
本
稿

は
、「
ゆ
き
」
と
い
う
表
現
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
文
学
的
な
手
法
と
歴
史
上

の
宇
多
院
と
忠
房
の
実
相
に
対
す
る
分
析
を
通
し
て
、
歌
合
史
な
い
し
文
学
史

に
お
け
る
本
歌
合
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

な
お
、
先
行
研
究
と
し
て
、『
平
安
朝
歌
合
大
成
』３
（
略
称
『
大
成
』）、
日

本
古
典
文
学
大
系
『
歌
合
集
』
４
（
略
称
『
旧
大
系
』）、
岡
田
博
子
・
小
池
博

明
・
西
山
秀
人
（
順
不
同
）「
京
極
御
息
所
褒
子
歌
合
注
釈
」５（
略
称
「
注
釈
」）、

田
原
加
奈
子
「
京
極
御
息
所
歌
合
の
位
置
」６
（
略
称
「
位
置
」）
が
あ
り
、
そ

れ
ら
を
参
考
に
し
つ
つ
検
討
し
て
い
く
。

は
じ
め
に

延
喜
二
十
一
年
（
九
二
一
）
三
月
七
日
、
宇
多
院
は
、
約
一
年
前
に
雅
明
親

王
１

を
出
産
し
た
京
極
御
息
所
（
藤
原
褒
子
）
と
共
に
春
日
社
に
参
詣
し
た
。

そ
の
時
、
大
和
守
藤
原
忠
房
は
宇
多
院
一
行
を
歓
待
し
、
色
紙
に
書
い
た
歌
が

添
え
ら
れ
た
果
物
筐
二
十
個
を
献
上
し
た
。
宇
多
院
は
還
御
後
、
こ
の
二
十
首

の
歌
に
対
す
る
返
歌
を
女
官
に
詠
ま
せ
、
左
右
方
に
分
け
て
、
返
歌
を
合
わ
せ

た
。
結
果
、
総
歌
数
は
、
本
文
で
「
本
」
と
注
が
付
さ
れ
た
本
歌
二
十
首
（
本

稿
で
は
忠
房
が
献
じ
た
和
歌
を
「
本
歌
」
と
呼
称
す
る
）
と
左
右
の
返
歌
二
十

番
四
十
首
で
、
そ
れ
に
夏
歌
四
首
と
洲
浜
の
歌
一
首
を
加
え
て
計
六
十
五
首
２

と
な
る
。
こ
れ
が
京
極
御
息
所
歌
合
で
あ
る
。
珍
し
い
返
歌
合
の
初
例
と
し
て

知
ら
れ
る
。

本
歌
合
の
実
質
上
の
中
心
人
物
は
宇
多
院
で
あ
り
、
本
歌
は
宇
多
院
を
対
象

顧
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お
い
て
、
藤
原
時
平
を
亡
く
し
た
時
平
一
族
が
一
族
の
復
興
を
企
図
し
て
、
仁

善
子
の
東
宮
入
内
を
実
現
す
る
た
め
に
、
恰
も
賄
賂
の
よ
う
に
宇
多
院
に
献
上

し
た
の
だ
と
推
測
し
た
。
そ
の
当
否
は
と
も
か
く
、
宇
多
院
が
一
応
「
法
皇
」

と
い
う
出
家
者
の
身
分
を
持
ち
な
が
ら
も
、
若
い
京
極
御
息
所
を
後
宮
に
迎
え

た
点
に
、
京
極
御
息
所
自
身
の
魅
力
は
勿
論
だ
が
、
宇
多
院
の
宗
教
者
か
ら
世

俗
的
な
帝
王
へ
転
換
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
。

因
み
に
、
宇
多
院
と
京
極
御
息
所
は
、
こ
の
度
の
参
詣
に
同
行
し
た
雅
明
親

王
、
そ
し
て
載
明
・
行
明
の
二
人
を
加
え
た
三
人
の
親
王
を
儲
け
た
。『
日
本

紀
略
』11

延
喜
二
十
一
年
（
九
二
一
）
十
二
月
十
七
日
条
に
「
以
第
十
親
王
雅

明
為
親
王
、
實
者
法
皇
御
出
家
之
後
所
生
皇
子
也
、
為
今
上
御
子
」
と
あ
る
よ

う
に
、
宇
多
院
が
出
家
者
の
た
め
、
い
ず
れ
も
醍
醐
天
皇
の
猶
子
と
な
っ
た
。

後
世
の
例
と
し
て
、
今
井
源
衛
氏

12

に
よ
れ
ば
、
出
家
後
の
花
山
院
と
乳
母
の

子
の
中
務
及
び
そ
の
娘
の
平
子
と
の
間
に
儲
け
た
昭
登
親
王
と
清
仁
親
王
は
冷

泉
院
の
猶
子
と
な
っ
た
。
や
は
り
、
こ
う
し
た
法
皇
の
皇
子
の
事
例
は
、
法
皇

の
女
性
へ
の
関
心
と
深
く
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
参
詣
に
は
、
出
産
を
経
た
京
極
御
息
所
を
労
わ
り
、
加
え
て
幼
い
雅
明

親
王
の
成
長
を
祈
る
宇
多
院
の
意
図
が
窺
え
る
。
そ
の
年
、
東
宮
保
明
親
王
は

ま
だ
健
在
で
あ
り
、
世
の
中
も
凡
そ
泰
平
で
あ
っ
た
の
で
、
宇
多
院
は
、
帝
王

と
し
て
も
、
若
い
新
妻
を
持
ち
、
子
供
を
新
た
に
授
か
っ
た
老
年
の
男
性
と
し

て
も
、
愉
悦
と
共
に
春
日
に
遊
覧
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
冒
頭
仮
名
記
に
よ
れ
ば
、
遊
覧
当
日
の
三
月
七
日
に
忠
房
が
二
十
首

一
、
成
立
背
景

冒
頭
仮
名
記
７
の
劈
頭
に
、

延
喜
廿
一
年
三
月
七
日
、
亭
子
院
の
京
極
の
御
息
所
、
帝
も
ろ
と
も
に
春

日
に
詣
で
た
ま
ひ
け
る
時
、
大
和
守
に
て
は
藤
原
忠
房
と
い
ふ
人
な
む
あ

り
け
る
。
御
設
け
更
に
も
言
は
ず
。
そ
が
な
か
に
筐
を
い
と
を
か
し
げ
に

作
り
て
御
果
物
入
れ
た
り
。
廿
な
ん
あ
り
け
る
。
御
車
に
入
る
る
。
色
紙

に
書
き
て
歌
ど
も
を
な
む
つ
け
た
り
け
る
。
さ
わ
が
し
く
て
返
し
得
し
た

ま
は
で
、
院
に
帰
り
た
ま
ひ
て
、
左
右
と
方
分
き
て
、
歌
を
詠
ま
せ
た
ま

う
て
合
は
せ
さ
せ
た
ま
ふ
。

と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
本
歌
合
の
成
立
し
た
年
は
延
喜
二
十
一
年
で
あ
る
。
そ

の
年
、
宇
多
院
は
五
十
五
歳
で
あ
る
。
そ
し
て
、
京
極
御
息
所
の
年
齢
に
関
し

て
、
彼
女
に
関
す
る
最
初
の
記
録
で
あ
る
『
西
宮
記
』８
臨
時
八
・
恩
賞
事
に

あ
る
「
延
喜
十
六
年
五
月
廿
三
日
、
使
右
中
将
衆
樹
、
就
亭
子
院
、
授
褒
子
位

記
於
其
身
、
行
幸
日
賞

」
と
、
そ
の
姉
仁
善
子
の
東
宮
保
明
親
王
に
入
内
す
る
際

の
記
録
『
醍
醐
天
皇
御
記
』９
延
喜
十
六
年
十
二
月
二
十
一
日
条
「
申
東
宮
元

服
夜
故
左
大
臣
女
可
令
参
入
事
、又
参
入
時
可
用
輦
車
報
書
并
許
」
に
よ
れ
ば
、

二
十
歳
前
後
だ
と
推
測
さ
れ
る
。

即
ち
、
宇
多
院
は
、
京
極
御
息
所
を
迎
え
た
時
に
既
に
五
十
歳
ぐ
ら
い
で
、

ま
た
そ
の
没
年
月
日
の
承
平
元
年
（
九
三
一
）
七
月
十
九
日
を
踏
ま
え
れ
ば
、

本
歌
合
成
立
当
時
は
既
に
晩
年
に
近
い
。
結
婚
の
経
緯
に
関
し
て
、
拙
稿

10

に
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が
見
受
け
ら
れ
る
。『
大
成
』
に
基
づ
い
て
宇
多
院
関
係
の
歌
合
の
成
立
時
期

を
一
覧
す
る
と
、
次
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
本
歌
合
は
記
録
上
八
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
最
後

の
宇
多
院
関
係
の
歌
合
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
そ
の
他
の
宇
多
院
関
係
の
歌
合

と
の
関
わ
り
も
、
本
歌
合
を
考
察
す
る
際
の
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
そ
れ

に
も
注
意
し
な
が
ら
考
察
を
進
め
て
い
く
。

の
歌
を
献
上
し
た
が
、
宇
多
院
は
そ
の
場
で
返
歌
せ
ず
、
院
邸
に
帰
っ
た
後
に

本
歌
合
を
開
催
し
た
。
本
歌
合
の
開
催
時
期
に
関
し
て
、
記
録
は
存
在
し
な
い

が
、『
大
成
』
は
、
本
歌
合
末
尾
の
夏
歌
、

六
二
君
恋
ふ
る
涙
も
干
ね
ば
五
月
雨
の
な
が
め
に
い
と
ど
濡
れ
や
ま
さ
ら
む

六
三
時
し
も
あ
れ
五
月
に
人
を
恋
ひ
そ
め
て
夏
の
夜
を
さ
へ
明
し
か
ね
つ
る

に
あ
る
「
五
月
」
と
い
う
表
現
を
根
拠
に
、
本
歌
合
の
開
催
時
期
を
五
月
と
推

測
し
て
い
る
。
本
歌
合
は
晴
儀
の
歌
合
で
あ
り
、
冒
頭
仮
名
記
に
は
、

左
洲
浜
ま
ゐ
る
。
五
位
四
人
先
に
立
ち
て
、
衛
府
四
人
な
む
舁
き
た
り
け

る
、
遊
び
し
て
ま
ゐ
る
。
歌
は
銀
の
筐
に
入
れ
て
、
嫗
に
持
た
せ
て
洲
浜

に
ぞ
立
て
た
り
け
る
。
右
の
洲
浜
、
女
四
人
舁
き
て
ま
ゐ
る
、
な
ま
め
か

し
き
こ
と
は
あ
れ
ど
、
お
も
し
ろ
き
こ
と
は
左
に
は
劣
れ
り
。
右
は
銀
を

蓮
の
浮
葉
に
う
ち
て
、
そ
れ
に
な
む
歌
は
書
き
た
り
け
る
。

と
、
豪
華
な
洲
浜
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
り
、
そ
の
準
備
期
間
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
天
徳
四
年
内
裏
歌
合
の
例
を
挙
げ
る
と
、『
村
上
天
皇
御
記
』

13

に
、

天
徳
四
年
三
月
卅
日
己
巳
、
此
日
有
女
房
歌
合
事
、
去
年
秋
八
月
、
殿
上

侍
臣
闘
詩
、
爾
時
、
典
侍
命
婦
等
相
語
曰
、
男
已
闘
文
章
女
宜
合
和
歌
、

及
今
年
二
月
、
定
左
右
方
人
（
後
略
）

と
あ
る
よ
う
に
、
開
催
を
予
定
し
て
か
ら
、
半
年
以
上
も
の
長
い
準
備
期
間
を

要
し
て
い
る
。『
大
成
』
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
洲
浜
の
風
流
に
工
芸
の
趣
向

を
凝
ら
す
」

14

た
め
だ
と
い
う
。

そ
れ
か
ら
、
宇
多
院
関
係
の
歌
合
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
本
歌
合
の
特
殊
性

和暦 西暦 季節／月日 宇多院関係の歌合

仁和　４

　 ～

寛平　３

　　　５

　　　８

昌泰　１

　 ～

延喜　13

　　　21

888

891

893

896

898

913

921

秋

九月以前秋

九月以前

六月以前

秋

某年秋

某年秋

三月十三日

八月十三日

五月

内裏菊合

是貞親王歌合

皇太夫人班子女王歌合

后宮胤子歌合

亭子院女郎花合

宇多院女郎花合

朱雀院女郎花合

宇多院物名歌合

亭子院歌合

亭子院・女七宮歌合

京極御息所歌合
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三
年
正
月
七
日
、叙
従
四
位
上
。
同
卅
日
任
山
城
守
。
五
年
正
月
十
二
日
、

任
右
京
大
夫
。
六
年
十
二
月
一
日
卒
。

と
あ
る
。
忠
房
は
光
孝
朝
以
来
の
老
練
な
官
吏
で
あ
り
、
傍
線
部
の
よ
う
に
、

大
和
守
に
な
っ
た
の
は
延
喜
二
十
年
、
即
ち
本
歌
合
の
約
一
年
前
で
あ
る
。

ま
た
、
忠
房
は
多
様
な
才
能
を
備
え
た
人
物
で
あ
る
。
工
藤
重
矩
氏

17

に
よ

れ
ば
、
忠
房
は
、『
歌
経
標
式
』
の
編
者
で
あ
る
浜
也
の
末
裔
で
も
あ
り
、
そ

の
歌
は
三
代
集
に
計
十
八
首
（『
古
今
和
歌
集
』
に
四
首
、『
後
撰
和
歌
集
』
に

七
首
、『
拾
遺
和
歌
集
』
に
七
首
）
が
収
録
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
工
藤
氏
は
、『
西

宮
記
』18

十
五
・
講
日
本
紀
博
士
等
例
に
あ
る
、

延
喜
六
年
、（
中
略
）、
但
其
中
秀
句
、
得
膳
巴
提
便
、「
竟
宴
記
」
左
兵
衛

権
佐
藤
原
忠
房
、
誰タ
レ

裳モ

子コ

之ノ

無カ
ナ
シ
キ
ト
キ

香
有
時
波ハ

棄ミ
ヲ
ス
テ
ヽ

身
底
虎ト

ラ
ノ
シ
タ
キ
ル

野
舌
切
名ナ

ソ
タ
チ
ヌ
ヘ
キ

祖
舘
奴
壁

と
い
う
記
録
を
挙
げ
、
延
喜
六
年
（
九
〇
六
）
の
日
本
紀
竟
宴
で
忠
房
が
秀
歌

を
詠
ん
だ
と
指
摘
す
る
。
忠
房
の
作
品
は
『
後
六
々
撰
』
に
も
収
録
さ
れ
、
そ

の
た
め
忠
房
は
中
古
三
十
六
歌
仙
に
数
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
古
今
和
歌
集
』

九
九
三
番
歌
、

寛
平
御
時
に
も
ろ
こ
し
の
は
う
官
に
め
さ
れ
て
侍
り
け
る
時
に
、
東

宮
の
さ
ぶ
ら
ひ
に
て
を
の
こ
ど
も
さ
け
た
う
べ
け
る
つ
い
で
に
よ
み

侍
り
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ぢ
は
ら
の
た
だ
ふ
さ

な
よ
竹
の
よ
な
が
き
う
へ
に
は
つ
し
も
の
お
き
ゐ
て
物
を
思
ふ
こ
ろ
か
な

に
よ
る
と
、
忠
房
は
か
つ
て
遣
唐
使
の
三
等
官
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
の

で
、漢
詩
文
の
素
養
も
備
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。さ
ら
に
、工
藤
氏
に
よ
れ
ば
、

二
、
忠
房
と
贈
歌
の
経
緯

本
歌
合
は
珍
し
い
返
歌
合
な
の
で
、
本
歌
の
存
在
が
最
も
特
徴
的
だ
と
言
え

る
。
そ
れ
ら
の
本
歌
の
贈
り
主
は
冒
頭
仮
名
記
で
見
ら
れ
た
大
和
守
藤
原
忠
房

で
あ
る
。
ま
ず
、
忠
房
と
い
う
人
物
と
本
歌
を
贈
る
経
緯
に
つ
い
て
確
認
し
て

お
く
。

忠
房
の
系
図
に
関
し
て
、『
尊
卑
分
脈
』

15

に
、

と
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
官
歴
は
、『
中
古
歌
仙
三
十
六
人
伝
』16

に
、

仁
和
三
年
二
月
二
日
、
任
信
濃
掾
。
寛
平
四
年
正
月
廿
三
日
、
任
周
防
権

掾
。
五
年
四
月
廿
九
日
、
任
播
磨
少
掾
。
九
年
正
月
廿
六
日
、
任
左
兵
衛

権
少
尉
。
七
月
十
五
日
、
補
蔵
人
、
同
廿
六
日
、
任
左
近
將
監
。
昌
泰
三

年
四
月
二
日
、
兼
近
江
権
掾
。
延
喜
元
年
七
月
七
日
、
叙
從
五
位
下
。
二

年
二
月
廿
三
日
、
兼
備
前
介
。
四
年
二
月
廿
六
日
、
任
左
兵
衛
権
佐
。
十

年
正
月
七
日
、
叙
從
五
位
上
。
十
一
年
正
月
十
三
日
、
任
左
近
少
將
。

十
三
年
正
月
廿
八
日
、
兼
近
江
権
介
。
十
五
年
正
月
十
三二

日
、
兼
備
前
権

介
。
十
六
年
正
月
廿
一
日
敘
正
五
位
下
。
八
月
廿
八
日
、
任
信
濃
権
守
。

廿
年
正
月
卅
日
、
任
大
和
守
。
廿
二
年
正
月
七
日
、
叙
従
四
位
下
。
延
長

不比等

参議兵部卿麿

濱也

継彦

廣敏

興嗣

忠房

千兼
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在
し
て
い
た
時
に
、忠
房
は
躬
恒
に
協
力
を
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
詞
書
に
は
、

忠
房
は
躬
恒
に
歌
八
首
を
依
頼
し
た
旨
が
記
さ
れ
る
が
、
実
際
に
『
躬
恒
集
』

に
収
録
さ
れ
た
の
は
七
首
で
あ
る
。「
二
首
お
く
る
」
と
い
う
記
述
に
つ
い
て
、

『
躬
恒
集
注
釈
』19

は
何
ら
か
の
誤
り
だ
と
い
う
。
忠
房
が
躬
恒
の
代
作
を
受

け
取
っ
た
後
に
取
捨
選
択
を
し
、
歌
の
順
番
も
変
動
し
た
の
で
、
本
歌
は
あ
く

ま
で
も
忠
房
の
名
義
で
宇
多
院
に
献
上
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。そ
れ
で
は
、

本
歌
に
対
す
る
検
討
に
入
り
た
い
。

三
、
本
歌
に
お
け
る
「
ゆ
き
」

忠
房
が
献
上
し
た
本
歌
は
計
二
十
首
あ
り
、
そ
の
内
に
躬
恒
の
代
作
が
七
首

あ
る
。
そ
の
一
覧
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
冒
頭
に
付
し
た
の
は
『
新

編
国
歌
大
観
』
の
歌
番
号
。
末
尾
に
付
し
た
の
は
『
躬
恒
集
』
で
の
歌
番
号
）。

一
め
づ
ら
し
き
今
日
の
春
日
の
八
乙
女
を
神
も
恋
し
と
偲
ば
ざ
ら
め
や

四
桜
花
三
笠
の
山
の
か
げ
し
あ
れ
ば
雪
と
降
る
と
も
濡
れ
じ
と
ぞ
思
ふ

七
八
重
た
て
る
三
笠
の
山
の
白
雲
は
御
幸
さ
ぶ
ら
ふ
桜
な
り
け
り

一
〇
ち
は
や
ぶ
る
春
日
の
原
に
こ
き
交
ぜ
て
花
と
も
見
ゆ
る
神
の
祷
部
か
な
327

一
三
故
郷
に
咲
く
と
わ
び
つ
る
桜
花
今
年
ぞ
君
に
見
え
ぬ
べ
ら
な
る

一
六
鶯
の
な
き
つ
る
な
へ
に
春
日
野
の
今
日
の
み
ゆ
き
を
花
と
こ
そ
見
れ

一
九
若
菜
摘
む
年
は
経
ぬ
れ
ど
春
日
野
の
野
守
は
今
日
や
春
を
知
る
ら
む
326

二
二
君
し
な
ほ
か
く
し
通
は
ば
石
の
上
古
き
都
も
旧
り
じ
と
ぞ
思
ふ
323

二
五
春
ご
と
に
君
し
通
は
ば
春
日
野
の
八
千
代
の
松
も
枯
れ
じ
と
ぞ
思
ふ

忠
房
は
管
弦
の
達
人
で
も
あ
り
、『
尊
卑
分
脈
』
に
「
樂
道
長
」
と
注
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。
実
際
、『
尊
卑
分
脈
』
に
は
、「
樂
道
長
」
の
後
に
、「
作
胡
蝶

樂
仁
也
、
延
喜
十
六
、
法
皇
御
賀
之
時
樂
行
事
」
と
い
う
記
述
が
続
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、博
学
多
才
な
忠
房
は
、恐
ら
く
宇
多
院
の
寵
臣
で
あ
ろ
う
。『
大

成
』
と
「
位
置
」
で
は
、
延
喜
十
三
年
の
亭
子
院
歌
合
の
冒
頭
仮
名
記
に
、

こ
の
う
た
を
た
れ
か
は
き
き
は
や
し
て
こ
と
わ
ら
む
と
す
る
、
忠
房
や
さ

ぶ
ら
ふ
と
お
ほ
せ
た
ま
ふ
、
さ
ぶ
ら
は
ず
と
ま
う
し
た
ま
へ
ば
、
さ
う
ざ

う
し
が
ら
せ
た
ま
ふ

と
あ
る
よ
う
に
、
宇
多
院
が
忠
房
を
判
者
に
召
し
た
が
、
忠
房
は
不
在
で
、
宇

多
院
は
残
念
が
っ
た
と
い
う
記
録
に
言
及
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
忠
房
は
、
卑

官
な
が
ら
も
宇
多
院
に
判
者
に
抜
擢
さ
れ
る
ほ
ど
気
に
入
ら
れ
、
宇
多
院
と
の

関
係
が
親
密
だ
と
言
え
よ
う
。

そ
の
よ
う
な
親
密
な
君
臣
関
係
が
あ
る
た
め
、
こ
の
春
日
参
詣
の
際
に
、
忠

房
は
歌
を
付
し
た
二
十
個
の
果
物
筐
の
献
上
と
い
う
独
創
的
で
盛
大
な
も
て

な
し
を
企
画
し
た
の
で
あ
ろ
う
。『
躬
恒
集
』（
西
本
願
寺
本
、
以
下
同
じ
）

三
二
二
番
歌
の
詞
書
、

法
皇
六
条
の
御
息
所
、
か
す
が
に
ま
う
づ
る
と
き
に
、
大
和
守
忠
房
朝
臣

あ
ひ
か
た
ら
ひ
て
、
こ
の
く
に
の
な
の
と
こ
ろ
を
、
倭
歌
八
首
よ
む
べ
き

よ
し
か
た
ら
ふ
に
よ
り
て
二マ

マ首
お
く
る
、
于
時
延
喜
廿
一
年
三
月
七
日

に
よ
れ
ば
、
躬
恒
が
代
詠
を
し
て
お
り
、
そ
の
き
っ
か
け
は
春
日
参
詣
の
際
に

忠
房
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
た
め
と
い
う
。
恐
ら
く
、
宇
多
院
一
行
が
春
日
に
滞
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ま
ず
、「
ゆ
き
」
を
雪
に
限
定
で
き
る
歌
は
、
桜
の
喩
え
と
し
て
雪
を
詠
む
。

四
・
二
八
・
三
七
番
歌
は
桜
花
を
直
接
に
詠
ん
で
い
る
。
桜
を
雪
に
喩
え
る
と
い

う
表
現
は
『
古
今
和
歌
集
』
に
、

¡

春
歌
上
・
六
〇

寛
平
御
時
き
さ
い
の
宮
の
歌
合
の
う
た
　
　
　
　
　
　
と
も
の
り

三
吉
野
の
山
べ
に
さ
け
る
さ
く
ら
花
雪
か
と
の
み
ぞ
あ
や
ま
た
れ
け
る

¡

春
歌
上
・
八
六

さ
く
ら
の
ち
る
を
よ
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凡
河
内
み
つ
ね

雪
と
の
み
ふ
る
だ
に
あ
る
を
さ
く
ら
花
い
か
に
ち
れ
と
か
風
の
吹
く
ら
む

と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
で
は
常
套
的
な
表
現
だ
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、

四
六
番
歌
は
「
桜
」
や
「
花
」
を
直
接
に
詠
ん
で
は
い
な
い
が
、
末
句
「
寒
か

ら
な
く
に
」
は
、
延
喜
六
年
右
兵
衛
少
尉
貞
文
歌
合

20

に
、

春
気
籠
煙
暖

梅
の
花
雪
に
み
ゆ
れ
ど
春
の
き
は
け
ぶ
り
を
こ
め
て
寒
か
ら
な
く
に

に
見
ら
れ
、
用
例
歌
の
「
雪
」
は
梅
の
花
の
比
喩
と
し
て
詠
ん
で
い
る
の
で
、

四
六
番
歌
の
「
雪
」
も
こ
の
歌
を
参
考
に
し
て
、
桜
の
花
吹
雪
を
詠
ん
で
い
る

と
考
え
る
。

さ
て
、
肝
心
な
問
題
は
「
御
幸
」
の
意
味
を
含
む
「
み
ゆ
き
」
に
あ
る
。
そ

も
そ
も
、
宇
多
院
の
春
日
参
詣
は
御
幸
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
凡
そ
寛
平

年
間
か
ら
延
喜
初
頭
に
か
け
て
成
立
し
た
『
類
聚
国
史
』21

の
「
太
上
天
皇
行

幸
」
条
を
見
る
と
、
当
時
で
は
天
皇
に
使
用
す
る
「
行
幸
」
と
上
皇
に
使
用
す

二
八
桜
花
雪
と
降
る
め
り
三
笠
山
い
ざ
た
ち
よ
ら
む
名
に
隠
る
や
と
328

三
一
春
日
野
の
今
日
の
御
幸
を
ま
つ
原
の
千
歳
の
春
は
君
が
ま
に
ま
に
325

三
四
故
郷
の
春
日
の
野
辺
の
草
も
木
も
春
に
再
び
あ
ふ
今
年
か
な
322

三
七
散
り
紛
ふ
春
日
の
山
の
桜
花
光
に
消
え
ぬ
雪
と
見
え
つ
つ

四
〇
今
年
よ
り
に
ほ
ひ
染
む
め
り
春
日
野
の
若
紫
に
手
で
な
触
れ
そ
も

四
三
駒
並
べ
て
君
が
見
に
く
る
春
日
野
は
松
笠
茂
し
雨
に
触
る
な

四
六
雪
交
て
に
吹
く
春
風
は
速
け
れ
ど
青
山
な
れ
ば
寒
か
ら
な
く
に

四
九
春
日
野
の
今
日
の
み
ゆ
き
は
か
き
く
ら
し
故
郷
ま
で
ぞ
降
り
て
散
り
け
る

五
二
春
霞
春
日
の
野
辺
に
た
ち
渡
り
満
ち
て
も
見
ゆ
る
都
人
か
な
324

五
五
春
日
な
る
三
笠
の
山
は
千
代
を
経
て
今
年
の
春
を
ま
つ
に
ざ
り
け
る

五
八
み
ゆ
き
降
る
春
日
の
山
の
桜
花
え
こ
そ
見
分
か
ね
こ
き
混
ぜ
に
し
て

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
ゆ
き
」
或
い
は
「
み
ゆ
き
」
と
い
う
表
現
が
頻

用
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
（
筆
者
が
囲
み
を
施
し
た
箇
所
）。「
ゆ
き
・
み
ゆ
き
」

を
詠
ん
だ
歌
は
四
・
七
・
一
六
・
二
八
・
三
一
・
三
七
・
四
六
・
四
九
・
五
八
の

計
九
首
で
あ
る
。
意
味
は
、「
雪
」
と
「
御
幸
」
の
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
が
、

両
者
を
掛
け
る
場
合
も
存
在
し
、
全
て
の
ケ
ー
ス
を
整
理
し
た
結
果
は
次
の

よ
う
に
な
る
。

ケ
ー
ス

歌
番
号

雪
に
限
定

四
、 

二
八
、 

三
七
、 

四
六

御
幸
に
限
定

七
、 

三
一

掛
詞

一
六
、 

四
九
、 

五
八
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宗
教
上
の
関
係
で
神
社
に
親
祭
し
な
い
と
い
う
原
則
が
あ
る
と
い
う
。そ
し
て
、

上
皇
の
神
社
御
幸
に
つ
い
て
、
平
泉
紀
房
氏

23

に
よ
れ
ば
、
そ
の
初
見
は
円
融

院
の
永
祚
元
年
（
九
八
九
）
石
清
水
御
幸
だ
が
、『
江
家
次
第
』
に
記
さ
れ
る

神
社
御
幸
儀
は
寛
治
四
年
（
一
〇
九
〇
）
の
白
河
院
石
清
水
御
幸
及
び
同
七
年

（
一
〇
九
三
）
日
吉
御
幸
だ
と
い
う
。
以
上
の
両
氏
の
先
行
研
究
に
従
え
ば
、

上
皇
の
神
社
御
幸
は
延
喜
二
十
一
年
段
階
で
は
ま
だ
正
式
な
儀
礼
に
な
っ
て
い

な
い
。
そ
の
た
め
、
宇
多
院
の
春
日
参
詣
は
春
日
社
へ
の
正
式
な
御
幸
と
考
え

に
く
い
で
あ
ろ
う
。
因
み
に
、
岡
田
氏
に
よ
れ
ば
、
春
日
行
幸
の
初
見
は
永
祚

元
年
三
月
二
十
二
・
二
十
三
日
の
一
条
天
皇
の
行
幸
で
あ
り
、
そ
の
背
景
に
は

母
后
詮
子
と
外
祖
父
兼
家
の
強
い
働
き
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
春
日
社
と
藤
原
氏
は
深
い
因
縁
が
あ
り
、
こ
の
度
の
春
日
参
詣
は
あ

く
ま
で
も
京
極
御
息
所
が
藤
原
氏
の
氏
社
で
あ
る
春
日
社
に
参
詣
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
宇
多
院
は
直
接
に
参
詣
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
京
極
御
息
所
に

同
行
し
て
き
た
だ
け
だ
と
推
測
す
る
。

本
歌
に
お
い
て
も
、
宇
多
院
の
「
み
ゆ
き
」
の
場
所
は
、
三
笠
山
（
七
）、

春
日
野
（
一
六
・
三
一
・
四
九
）、
春
日
山
（
五
八
）
と
い
っ
た
、
春
日
社
と
関

係
深
い
地
名
と
な
っ
て
は
い
る
が
、
直
接
に
春
日
社
だ
と
は
記
し
て
い
な
い
。

即
ち
、
本
歌
に
お
け
る
「
み
ゆ
き
」
は
、
宇
多
院
の
春
日
の
地
へ
の
御
幸
だ
と

忠
房
が
捉
え
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
但
し
、『
皇
室

制
度
資
料
』24

に
は
、

例
え
ば
行
幸
に
は
必
ず
供
奉
の
諸
司
を
任
じ
、
一
定
の
鹵
簿
を
整
え
る
べ

る
「
御
幸
」の
区
別
す
ら
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、「
太
上
天
皇
行
幸
」

条
の
記
録
を
整
理
し
た
結
果
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

右
の
表
を
見
る
限
り
、
上
皇
の
御
幸
場
所
は
①
宮
殿
庭
園
②
地
方
③
寺
院
に

及
ぶ
が
、
神
社
は
一
度
も
御
幸
の
対
象
地
に
な
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
天
皇
の

神
社
行
幸
に
つ
い
て
、
岡
田
荘
司
氏

22

に
よ
れ
ば
、
そ
の
初
見
は
朱
雀
天
皇
の

天
慶
五
年
（
九
四
二
）
四
月
二
十
九
日
の
賀
茂
行
幸
で
あ
る
が
、
天
皇
は
神
道

上皇 日時 御幸場所

持統

大宝 元年（701） 六月 二十九日 吉野離宮
秋七月 十日 吉野離宮

二年（702） 十一月 十三日 尾張
十七日 美濃
二十三日 伊勢
二十四日 伊賀
二十五日 三河

聖武

天平 十一年（739）三月 二十三日 甕原離宮
十六年（744）七月 二日 智努離宮

七日 仁岐河
十月 十一日 珍努離宮

竹原井離宮
十一月 十四日 甲賀宮

十八年（746）十月 六日 金鐘寺
天平勝宝 元年（749） 十二月 二十七日 東大寺

八年（756） 三月 一日 堀江
平城 大同 四年（809） 十二月 四日 平城

嵯峨
弘仁 十四年（823）九月 十二日 嵯峨荘
承和 五年（838） 十一月 三日 冷然院

神泉苑
清和 元慶 三年（879） 十月 二十四日 大和
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べ
し
、
い
と
ま
あ
ら
ば
今
日
ゆ
く
べ
し
云
云
、
仍
ま
か
り
た
れ
ば
屏
風
障

子
等
あ
り
、
こ
れ
に
所
所
の
お
も
ぶ
き
を
可
題
と
あ
れ
ば
、
よ
の
う
ち
に

よ
み
た
る
をマ

マや
か
た
汝
か
け
と
あ
る
を
、
な
ぶ
れ
ど
な
ほ
と
あ
れ
ば
か
き

は
べ
り
ぬ
、
法
皇
経
一
宿
て
御
舟
に
て
、
せ
た
に
の
ぼ
ら
せ
た
ま
ふ
、
は

し
の
も
と
に
ふ
ね
つ
な
ぎ
て
、
介
も
の
ど
も
た
て
ま
つ
る
、
介
か
た
ら
ひ

て
い
は
く
、
く
り
や
ぶ
ね
に
の
り
て
お
ほ
ん
ふ
ね
に
ぐ
し
て
さ
ぶ
ら
ふ
べ

し
と
、
す
な
は
ち
こ
の
う
た
を

と
、
宇
多
院
の
石
山
御
幸
に
言
及
し
て
い
る
。
即
ち
、『
躬
恒
集
』
に
お
い
て
、

宇
多
院
の
正
式
な
御
幸
と
個
人
的
な
参
詣
は
区
別
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

因
み
に
、『
躬
恒
集
』
一
六
八
番
歌
の
詞
書
に
よ
れ
ば
、
石
山
御
幸
の
際
に

躬
恒
は
、
近
江
介
に
、
歌
の
代
作
や
書
写
、
厨
船
で
の
奉
仕
ま
で
散
々
指
図
さ

れ
た
。
躬
恒
が
忠
房
に
依
頼
さ
れ
た
時
の
状
況
も
そ
れ
と
類
似
し
、
忠
房
が
躬

恒
を
呼
び
出
し
て
代
作
を
依
頼
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
を
踏
ま
え
れ
ば
、
宇
多
院
の
春
日
参
詣
は
、
春
日
社
に
対
す
る
御
幸
で

は
な
い
し
、
春
日
の
地
に
対
す
る
正
式
な
御
幸
で
も
な
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
本
歌
に
お
い
て
は
、
春
日
参
詣
を
宇
多
院
の
御
幸
と
し
て
捉

え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
忠
房
が
宇
多
院
の
春
日
へ
の
遊
覧
を
御
幸
と
誇
張
し
て

表
現
し
、
寵
臣
ら
し
く
宇
多
院
に
諂
う
た
め
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四
、
返
歌
の
反
応

さ
て
、
返
歌
に
お
い
て
、「
ゆ
き
」
に
対
す
る
反
応
を
見
て
み
よ
う
。
雪
に

き
こ
と
を
養
老
令
お
よ
び
延
喜
式
に
規
定
し
て
い
る
が
、
太
上
天
皇
の
行

幸
は
必
ず
し
も
こ
れ
に
拠
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
省
略
す
る
の
が
慣
例
と
な
っ

た
。
類
聚
国
史
太
上
天
皇
行
幸
の
条
に
、
弘
仁
十
四
年
九
月
十
二
日
嵯
峨

上
皇
の
嵯
峨
荘
行
幸
に
当
り
、
淳
和
天
皇
は
勅
し
て
御
輿
お
よ
び
仗
衛

を
設
け
さ
せ
ら
れ
た
が
、
上
皇
は
固
辞
し
て
受
け
ら
れ
ず
、「
遂
騎
御
馬
、

無
前
駈
井
兵
仗
」
と
見
え
、
さ
ら
に
元
慶
三
年
十
月
二
十
四
日
清
和
上
皇

の
大
和
行
幸
に
際
し
て
も
、
陽
成
天
皇
は
六
府
官
人
等
の
仗
衛
を
命
ぜ
ら

れ
た
が
、
上
皇
は
こ
れ
を
辞
し
て
返
還
さ
れ
た
こ
と
が
三
代
実
録
に
見
え

て
い
る
。
ま
た
天
皇
の
行
幸
に
は
警
蹕
が
あ
る
の
を
常
と
す
る
が
、
太
上

天
皇
の
場
合
は
、
西
宮
記
に
「
出
入
無
警
蹕
」
と
い
い
、
さ
ら
に
「
供
奉

人
々
装
束
、
隨
時
無
定
」
と
も
見
え
、
同
じ
く
行
幸
と
称
し
て
も
、
諸
事

簡
省
せ
ら
れ
る
の
を
例
と
し
た
。

と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
上
皇
の
御
幸
は
簡
略
化
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ

る
。
と
な
る
と
、
宇
多
院
が
春
日
の
地
に
対
し
て
正
式
な
御
幸
を
行
っ
た
可
能

性
は
低
い
。
よ
っ
て
、
本
歌
に
お
け
る
「
御
幸
」
は
宇
多
院
の
遊
覧
に
対
す
る

美
称
と
し
て
使
用
し
て
い
る
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
の
で
は
な
い
か
。
三
一
番

歌
は
躬
恒
の
代
作
で
、『
躬
恒
集
』
で
は
、
当
該
歌
の
詞
書
に
「
法
皇
六
条
の

御
息
所
、
か
す
が
に
ま
う
づ
る
」
と
春
日
参
詣
を
記
し
て
い
る
一
方
で
、『
躬

恒
集
』
一
六
八
番
歌
「
い
づ
み
に
て
し
づ
み
は
て
ぬ
と
お
も
ひ
し
を
今
日
ぞ
あ

ふ
み
に
う
か
ぶ
べ
ら
な
る
」
の
詞
書
で
は
、

同
十
六
年
九
月
廿
二
日
、
近
江
介
の
消
息
云
、
法
皇
明
日
石
山
御
幸
あ
る
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一
八
故
郷
に
ゆ
き
ま
じ
り
た
る
花
と
見
ば
わ
れ
に
遅
る
な
野
辺
の
鶯

三
二
ゆ
く
先
の
春
を
遠
く
し
任
す
れ
ば
今
は
千
歳
の
疑
ひ
も
な
し

三
三
群
れ
た
ち
て
わ
れ
を
ま
つ
て
ふ
春
日
野
の
緑
深
く
や
思
ひ
そ
め
け
む

五
〇
春
知
ら
で
年
旧
る
里
は
み
ゆ
き
を
ぞ
し
ば
し
も
花
と
頼
む
べ
ら
な
る

五
一
故
郷
の
も
の
と
は
見
れ
ど
桜
花
散
る
あ
た
ら
し
き
も
の
に
ざ
り
け
る

五
九
山
桜
散
り
て
み
ゆ
き
に
紛
ひ
な
ば
い
づ
れ
か
花
と
春
に
問
は
な
む

六
〇
消
え
ぬ
を
ぞ
花
と
知
る
べ
き
こ
き
混
ぜ
て
み
ゆ
き
の
み
降
る
山
の
桜
は

と
、
御
幸
に
対
す
る
直
接
的
な
言
及
が
見
ら
れ
な
い
。
右
記
の
返
歌
は
、
三
二
・

三
三
番
歌
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
桜
も
し
く
は
花
を
詠
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、

三
二
・
三
三
番
歌
は
む
し
ろ
本
歌
の
松
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
御
幸
と
掛
け

た
「
ゆ
き
」
と
い
う
本
歌
の
狙
い
を
返
歌
の
作
者
た
ち
は
全
く
理
解
で
き
て
い

な
い
。

一
方
、先
行
研
究
で
は
返
歌
に
も
御
幸
が
詠
み
込
ま
れ
た
と
解
釈
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
一
七
番
歌
の
解
釈
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

今
こ
そ
、
全
く
も
っ
て
花
（
栄
光
）
だ
と
い
い
ま
し
ょ
う
。
春
日
野
の
春

の
雪
（
御
幸
）
を
花
（
栄
光
）
以
外
の
何
物
と
見
る
こ
と
が
出
来
ま
し
ょ

う
。（『
旧
大
系
』）

（
鶯
の
声
も
聞
こ
え
な
い
）
今
で
も
花
だ
と
言
い
ま
し
ょ
う
。
春
日
野
の

春
の
雪
―
御
幸
を
花
以
外
の
何
物
と
言
う
こ
と
が
出
来
ま
し
ょ
う
か
。

（「
注
釈
」）

し
か
し
、
一
七
番
歌
は
本
歌
の
一
六
番
歌
が
下
の
句
「
今
日
の
み
ゆ
き
を
花

限
定
で
き
る
「
ゆ
き
」を
詠
ん
だ
本
歌
の
内
の
四
・
二
八
・
三
七
番
歌
に
対
し
て
、

返
歌
は
、

五
木
の
間
よ
り
花
の
雪
の
み
散
り
く
る
は
三
笠
の
山
の
漏
る
に
ざ
る
べ
き

六
春
日
野
に
雪
と
降
る
て
ふ
花
見
に
ぞ
三
笠
の
山
を
さ
し
て
き
に
け
る

二
九
山
の
名
に
た
ち
し
も
よ
ら
じ
桜
花
雪
と
降
る
と
も
色
に
濡
れ
め
や

三
〇
隠
る
れ
ど
や
ま
ず
雪
こ
そ
降
り
か
か
れ
三
笠
の
山
は
花
や
漏
る
ら
ん

三
八
桜
花
な
に
か
は
消
え
む
白
妙
の
色
ば
か
り
こ
そ
雪
に
似
る
ら
め

三
九
山
桜
雪
に
紛
ひ
て
散
り
く
れ
ど
消
え
ぬ
ば
か
り
ぞ
し
る
し
な
り
け
る

と
、
同
じ
く
雪
を
桜
の
比
喩
と
し
て
詠
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
四
六
番
歌
に
対

し
て
、
返
歌
は
、

四
七
青
山
の
名
を
着
て
誰
か
吹
く
風
を
寒
か
ら
ず
と
は
思
ひ
知
る
ら
む

四
八
雪
交
て
の
風
も
な
に
か
は
寒
か
ら
ん
春
の
光
の
み
照
る
山
辺
は

と
、
そ
の
比
喩
を
踏
ま
え
ず
、
四
七
番
歌
で
は
「
青
山
」
を
「
襖
山
」
と
掛
け
、

四
八
番
歌
で
は
雪
を
気
象
と
し
て
詠
ん
で
い
る
。
そ
れ
は
や
は
り
四
六
番
歌
自

体
が
言
葉
足
ら
ず
な
の
で
、
桜
の
比
喩
と
し
て
の
雪
が
返
歌
の
詠
者
に
理
解
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
御
幸
の
意
味
を
含
む
「
ゆ
き
」
を
詠
ん
だ
本
歌
に
対
し
て
、
返
歌

は
、八

よ
そ
に
て
も
君
し
み
つ
れ
ば
山
桜
心
や
す
く
や
今
は
散
る
ら
む

九
八
重
た
て
る
雲
居
に
見
え
し
桜
花
帰
る
手
向
け
に
今
日
や
散
る
ら
ん

一
七
今
は
し
も
花
と
ぞ
い
は
む
春
日
野
の
春
の
み
ゆ
き
を
な
に
と
か
は
見
む
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で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
五
〇
番
歌
の
内
容
に
よ
れ
ば
、
五
〇
番
歌
も
、
本
歌

の
四
九
番
歌
の
「
み
ゆ
き
」
を
気
象
と
し
て
の
雪
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
が
御
幸
を
詠
ん
で
い
る
と
解
釈
し
て
い
る
返
歌

の
一
七
・
五
〇
番
歌
を
検
討
し
た
結
果
、
そ
の
中
の
「
み
ゆ
き
」
は
「
御
幸
」

を
掛
け
る
必
然
性
が
な
い
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
つ
ま
り
、「
ゆ
き
」
に

御
幸
の
意
味
を
意
図
的
に
付
け
た
本
歌
に
対
し
、
返
歌
の
反
応
は
極
め
て
薄

く
、
た
だ
「
ゆ
き
」
を
桜
の
喩
え
と
し
て
受
け
止
め
た
ケ
ー
ス
が
多
く
、
中
に

は
五
〇
番
歌
の
よ
う
に
気
象
と
し
て
の
雪
と
捉
え
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、「
御

幸
」
と
心
得
た
ケ
ー
ス
は
な
い
と
言
え
よ
う
。
総
じ
て
、返
歌
の
詠
者
た
ち
は
、

こ
の
春
日
参
詣
を
宇
多
院
の
御
幸
と
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
と
推
測
す
る
。

お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
京
極
御
息
所
歌
合
の
特
質
と
い
う
べ
き
「
ゆ
き
」
の
表
現

を
考
察
し
た
結
果
、「
ゆ
き
」
を
多
用
し
た
本
歌
は
、そ
れ
を
献
上
し
た
忠
房
の
、

宇
多
院
に
諂
う
と
い
う
現
実
的
・
政
治
的
な
目
的
と
深
く
関
係
す
る
こ
と
が
分

か
る
。
即
ち
、
当
時
の
上
皇
が
関
わ
っ
た
歌
合
は
、
単
な
る
文
芸
的
な
活
動
で

は
な
く
、
歴
史
的
・
政
治
的
な
背
景
と
も
絡
み
合
い
、
そ
れ
を
反
映
し
た
特
徴

的
な
表
現
を
有
す
る
も
の
と
し
て
特
質
を
見
定
め
る
べ
き
で
あ
る
。

注
本
稿
に
お
い
て
引
用
し
た
和
歌
は
、
特
に
断
ら
な
い
場
合
は
『
新
編
国
歌
大
観C

D
-

と
こ
そ
見
れ
」
で
今
日
の
美
雪
は
花
に
見
え
る
と
言
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、

一
七
番
歌
は
、
一
二
句
で
は
「
た
だ
今
に
限
っ
て
花
と
言
お
う
」
と
、
本
歌
の

不
確
定
な
認
識
に
異
を
唱
え
、
三
四
五
句
で
は
「
春
日
野
の
春
の
美
雪
を
他
の

何
と
見
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
、
春
日
野
の
春
の
雪
は
花
に
し
か
見
え
な

い
と
言
う
。
特
に
「
春
の
み
ゆ
き
（
美
雪
）」
と
い
う
表
現
は
、
一
七
番
歌
が

初
見
の
表
現
で
、
後
世
の
例
で
は
、

¡

壬
二
集
・
一
九
九
〇

あ
ら
し
ふ
く
春
の
み
ゆ
き
は
吉
野
山
菅
の
ね
し
の
ぎ
花
ぞ
降
り
し
く

¡

夫
木
和
歌
抄
・
春
部
四
・
一
三
二
五

伴
ひ
し
春
の
み
ゆ
き
も
忘
ら
れ
ず
小
倉
の
山
の
花
の
し
た
道

と
、
花
吹
雪
に
限
定
し
用
い
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
七
番
歌
は
、
本
歌
の

一
六
番
歌
が
気
象
と
し
て
の
「
み
ゆ
き
」
を
詠
ん
で
い
る
と
の
み
受
け
止
め
た

の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
五
〇
番
歌
に
つ
い
て
、『
旧
大
系
』
は
、

春
の
歓
び
も
知
ら
ず
長
く
忘
れ
ら
れ
た
古
里
は
、
降
る
雪
（
御
幸
）
を
、

せ
め
て
ね
、
一
時
の
花
（
栄
光
）
だ
と
頼
み
に
し
て
い
る
ら
し
い
。

と
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
春
知
ら
で
年
旧
さ
と
」
と
は
春
が
ま
だ
訪
れ

て
い
な
い
古
び
た
山
里
で
、
そ
の
山
里
は
い
ま
だ
に
降
雪
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
五
〇
番
歌
の
「
み
ゆ
き
」
は
気
象
と
し
て
の
雪
に
限
定
し
て
い
る

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、「
み
ゆ
き
を
ぞ
し
ば
し
も
は
な
と
た
の
む
」
は
、
山
里
で

は
雪
を
し
ば
ら
く
の
間
花
と
思
っ
て
頼
み
に
す
る
、
の
意
味
で
取
る
べ
き
な
の
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13
、 

注
９
に
同
じ
。

14
、 

注
３
所
掲
書
413
頁
。

15
、 『
新
訂
増
補
国
史
大
系
　
第
五
十
九
巻
　
尊
卑
分
脈
　
第
二
篇
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
五
九
年
）。

16
、 『
三
十
六
人
歌
仙
伝
／
中
古
歌
仙
三
十
六
人
伝
』（
書
陵
部
本
152
―
65
）
新
日
本
古
典

籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
る
。
傍
線
部
は
筆
者
が
施
し
た
。

17
、 

工
藤
重
矩
「
宇
多
院
歌
壇
の
構
造
：
平
安
前
期
貴
族
文
壇
の
研
究
」、『
福
岡
教
育
大

学
紀
要
』
29
号
第
１
分
冊
、
11
〜
24
頁
、
一
九
八
〇
年
二
月
。

18
、 『
増
訂
故
実
叢
書
第
卅
七
回
　
西
宮
記
第
二
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
三
一
年
）。

19
、 

藤
岡
忠
美
ほ
か
『
私
家
集
注
釈
叢
刊
14
　
躬
恒
集
注
釈
』（
貴
重
本
刊
行
会
、

二
〇
〇
三
年
）。

20
、 

本
文
は
『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
に
よ
る
。

21
、 『
新
訂
増
補
国
史
大
系
　
第
五
巻
　
類
聚
国
史
　
前
篇
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
三
三

年
）。

22
、 

岡
田
荘
司
『
平
安
時
代
の
国
家
と
祭
祀
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
四
年
）
所

収
「
神
社
行
幸
の
成
立
」、
362
〜
388
頁
。

23
、 

平
泉
紀
房
「
白
河
院
御
幸
の
運
営
体
制
」、『
皇
學
館
論
叢
』
46
巻
５
号
、
36
〜
56
頁
、

二
〇
一
三
年
十
月
。

24
、 

宮
内
庁
『
皇
室
制
度
資
料
　
太
上
天
皇
　
一
』（
吉
川
弘
文
館
、一
九
七
八
年
）。
246
頁
。

―
こ
・
う
ご
う
、
広
島
大
学
大
学
院
人
間
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
在
学
―

R
O

M
 Ver.2.0

』（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
に
よ
る
。
京
極
御
息
所
歌
合
の
本
文
は
、『
陽

明
叢
書
　
国
書
篇
　
平
安
歌
合
集
　
上
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
五
年
）
所
収
の
十
巻
本

の
影
印
を
用
い
て
、
適
宜
に
漢
字
を
当
て
て
校
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
歌
の
歌
番
号
は
、

便
宜
上
、『
新
編
国
歌
大
観
』
の
歌
番
号
と
一
致
さ
せ
た
。

１
、 

延
喜
二
十
年
（
九
二
〇
）
四
月
十
三
日
生
ま
れ
。
醍
醐
天
皇
の
猶
子
で
、
第
十
皇
子
。

２
、 

廿
巻
本
に
の
み
あ
る
「
春
日
野
の
藤
の
し
げ
れ
ば
氏
人
の
た
え
ず
つ
か
ふ
る
名
に
こ

そ
あ
り
け
れ
」
が
第
二
十
一
首
の
本
歌
と
さ
れ
る
が
、
返
歌
は
な
い
。『
新
編
国
歌
大

観
』
は
当
該
歌
を
収
録
し
な
い
た
め
、
本
稿
も
当
該
歌
を
除
く
。

３
、 

萩
谷
朴
『
増
補
新
訂
　
平
安
朝
歌
合
大
成
　
第
一
巻
』（
同
朋
舎
出
版
、一
九
九
五
年
）。

４
、 

萩
谷
朴
ほ
か
『
日
本
古
典
文
学
大
系
74
　
歌
合
集
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）
所

収
「
延
喜
二
十
一
年
〔
五
月
〕
京
極
御
息
所
褒
子
歌
合
」（
萩
谷
朴
）。

５
、 

西
山
秀
人
・
岡
田
博
子
・
小
池
博
明
（
順
不
同
）「
京
極
御
息
所
歌
合
褒
子
歌
合
注
釈

（
一
）（
二
）（
三
）」、『
上
田
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
27
号
（
二
〇
〇
四
年
一
月
）、
28

号
（
二
〇
〇
五
年
一
月
）、
29
号
（
二
〇
〇
六
年
一
月
）。
注
釈
は
二
七
番
歌
ま
で
。

６
、 

田
原
加
奈
子「
京
極
御
息
所
歌
合
の
位
置
」、『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』

64
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
。

７
、 

十
巻
本
と
廿
巻
本
と
い
う
二
つ
の
系
統
の
伝
本
が
あ
る
。
十
巻
本
の
冒
頭
仮
名
記
が

よ
り
詳
細
で
あ
る
た
め
、
本
稿
は
そ
れ
に
従
う
。

８
、 『
増
訂
故
実
叢
書
第
卅
七
回
　
西
宮
記
第
一
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
三
一
年
）。

９
、 『
増
補
史
料
大
成
　
第
一
巻
　
歴
代
宸
記
』（
臨
川
書
店
、
一
九
六
五
年
）。

10
、 「
京
極
御
息
所
と
元
良
親
王
の
恋
愛
関
係
を
め
ぐ
っ
て
： 『
元
良
親
王
集
』
か
ら
の
検

討
」、『
表
現
技
術
研
究
』
16
号
、
55
〜
67
頁
、
二
〇
二
一
年
三
月
。

11
、 『
新
訂
増
補
国
史
大
系
　
第
十
一
巻
　
日
本
紀
略
後
篇
　
百
錬
抄
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
二
九
年
）

12
、 

今
井
源
衛
『
国
語
国
文
学
研
究
叢
書
８
　
花
山
院
の
生
涯
』（
桜
楓
社
、一
九
六
八
年
）。

118
〜
124
頁
。


